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東亜天文協會観測部月報

　　　　　　　　　　　　流　星謀　逼信

　　　　　　　　　　　　　　小　棋　孝　二　郎

　獅子座流星群の観測は會員の二心な御努力により，叉大毎の援助を得て實におびた

v’しい観測を集めることが幽來た・其中には實に今迄にない貴重な記録が可成り含ま

れて居り，整理の結果は大いに期待してよいものと信ぜられる・そオしらの報告は天界

二月號以後に揚載される筈であるから，た’！“Aiは観測者諸兄の御健岡を感謝すること

のみに筆をとy“めて置く事：とする・

　去年八月以來の流星観測の報告は私の一週上の多忙から完了することを得ず，この

一刀號にも揚力することが出來なかったが1この多忙も來1る三月には一一先づ打ち切る

筈であるから四月よりは御期待に添ふ様努力する心算である・随って＋一月の獅子座

流星群の整理の大部分は花山天文毫の麺非，藤井爾氏に御願ひすることにした・この

黙も悪しからず御許し願ひます．〔1933．］2．6〕

　　　　　　　　　　攣光星襯測報告（10）

　　　　　　　　　　　　　小　山　秋　雄

　昭和四年，天界第九十巻に九回にわたって會員の槻測結果を肇表したが，以後中

絶してみた・今回復活する事になったから，言置諸君は槻測結果をどしどし逸って欲

しい．省観測希望者には星圖その他で極力便宜をはかる・数年前に比し望遠鏡も菩及

されたから・有力な観測者の輩出されん事を期待してみる・
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工臨成麿

　　　へびつかひのRSの眼覗，盧眞観測

滋賀縣中里村　眼親，3糎屈折（16×），10糎反射（36×）
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比較星の符號は花lir．芋酒毫作成の青羽眞星圖上の符號で，その眼覗，窺眞光度は別

表の通り・

　小山氏の光度が木

邊氏に比して著しく

明るいのは，H．輝

帯により七二が赤い

爲，口径の大きい程

明るく目下に感ずる結
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先づ新課員の紹介

　鹿　里塚　霜野　治　良1～氏

　松本　義　一撃

　中　野　　繁氏

遊星面課報告
幹事　木

まだまだ課員が足らない・

　　最近，邊付を受けたLスケッチ「は下の通り

　金

　木

　土

襯測結果

　
　
　
星

圧
星
亙
金

宮本

【
♂

邊

兵庫縣阪急外線岡本　　　15Cm反射経緯儀

廣島縣尾道市久保町　　　16cm反射纒緯儀

大分縣中津市一ツ松町　　】Ocm反射纏緯儀

　相斜な望遠鏡の所有者の加入を期待する・

木邊

1

沓掛

1
1

野
2
3
1

中 達伊

　　　　　　　　観測には妊都合の状態にあるが，殆んど模様のない星なので，ス

ケッチは事實上一致して居な）・・兎角列然たる模様はな）・のだらう・然し充分氣は付

けて貰いたい・それで一個の試案として下記の様な方法で今後行って見れば，何かま

とまった結果が得られて，最も困る（此の星特有の）錯豊による模様の存在の誤りを正

し得るかと思ふ．則ち太陽黒黙想流星の襯測法に從って天候，氣流の状態の許すFR　1）

連績して見る・例せば

　　　　　金星　　　10日目反射，180×，100×　　　女生名

刀嬉戯劇シー…陣様濃劇参 考
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スケッチ

　この様に毎日見て行く・然しシ1イング5以下では事實上観測の償値はな）・だらう

が一一・模襟は疑はしV・ものは，？・淡）・が，先づ，確かと思ふものは，有として，

濃度は無事な話ではあるが，最も濃）・所を標準にして5－1まで記入する・5は木星の

帯位（北温帯の黒）・もの），土星の箒（多少の劇化は有るが）位を3として見たら如何か

と思ふ．事早上2以上の明瞭な黒模様は見えないだらう………・そして参考の所にム

1ングラスの使用は記入して，スケッチはL模様が有る「と云ふ程度なれば必ず行ひ，

？の程度では，行った方が好都合ではあるが，任意とする・試案として以上の方法で

行って見たい．錯麗による誤認は，有る程度まで除かれて，少し纒つた結果が出るか

と思ふ．締切は便宜上25Bまでを一ケ刀として，29日までに到着する様にして頂きた

い・行く々々，會合附近を除いて，太陽の様に，一日も欠けない様に見て行き度い・
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　木星

東亜天文協會襯三部二一 天界．155

　　　　宮本氏が，よいスケッチを得て居る・この星は20cm以上の人は，微細な黒占

を見て頂き，10cm級の人は微細黒占をやめて木星の面．とに占める帯の廣さ，巾，それか

ら木星全騰をユ0階位に分って熱帯の濃さに黒占卜を附したスケッチをして欲しい・」又白

斑は却って小口径の方が見るのに都合がよいから，此等の黒占をも］Ocm級の目當てに

して頂きたい　7－8cm級でも出來る仕事である・（最黒帯を1位で，中央赤道部の明

るい帯が先づ，8灘位に見て居る・）今年の帯の状態は1898年のものに酷似して，丁度，

週期の整藪倍になって居る騎が注目すべきであらう・猫ほ，例の大赤黒占は，宮本氏の

観測では見事であり，特にその西邊は，前期より随分攣化して居る．少しも目を離さ

れない・（スケッチに於ては白斑は赤で入記しる事）

　土星　もう回れてしまって例の白斑も駄目である・先づ來期を待って観測されたい・

　附記來月位から優秀なスケッチがあれば紹介を兼ねて窺眞にして嚢表する心積で

居ます・」又行く行くは分離せねばならないが，月面課も今月より遊星面課に合せて行

きます．襯測の方は御知せ下さい・將來は濁立は勿論の事，遊星面課でも，内遊星と

木星と火星と土星位には分ける事になるであらう・
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／ 黒黒占示目封数幸浸．歪「　　（ユ933年十一天1）課陽太

大西面木田沓清水稻山石千下
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鏡径粍5070

倍率40604868
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彗　星　課．報　告

　1955　f（Whipple）彗星米國・・1・“1ド天丈i毫オ1クリッヂ出張所圭任の．　Whipple

氏は去る10刀21日牡牛星座に一つの彗星を登見した・其位置は，

　　19330ct　21，2b57皿1　U．T．，　ct　3h23m，δ＋9。22／　（1933，0）

である，後になって，10刀15日の乾板上ecも像が認められた・彗星の光度は，當時13

等であった・（Kwasan　Bulletin　No・266，花山急報61號），花山天丈塁では，10月23

日此彗星を最初に撮影してより，現在まで，絶えず追跡．して居る・寓眞乾板上の像は

一見恒星の如く，僅かに其周園にNebulosityが認められる・（花山急報，63號，64號，

66號，68號Kwasan　Bulletin　266）故中村要氏製作の16cm　F・3寓蔭口は此の彗星の

撮影に關し，其強力なる集光力を遺憾なく一報した，同時に同氏製作にか瓦る11cm

Triplet　lensも一時間牛の曝寓に於いて，13等牛の彗星の像を示す事が知られた（但，

此れは，像が淡）・ので測定するには，困難である）・

　此の彗星の軌道要素は登見以來諸所に於いて登載されたが（Kwasan　Bultetin　No，

266，花虫急報，63號166號）現在最も確かと思はれるものを次に揚げる・

　　T＝1933Aug・2・5858　U・T・　　　　a儒3・826692軍位

1≡1欝｝一）障li鴛；iギ

此の要素は，IO刀　lo”　E，22日，31日の槻測より，　WhiPPIeとCumingham爾氏が計算

したものであ．る・（Circular　No．461）．此れによれば，彗星は既に近日黒占を通過レ太

陽より段々遠ざかって行く．叉地球と彗星との距離も，些々旧くなる，從って，彗星

の光度も，滅揺する一方である・Whipple氏の豫報によると，12月18Hl（は14等にな

る・日々運動は，12刀中旬迄西南の方向　（進み，12刀末其進路を北東に轄ずる・現在

の位置（12月12日）は赤経．2h54m5赤緯5。2ノ附近である・

　爾，花山目交毫の11月16日及び22日中観測と，上記の軌道要素に基く豫報位置との

差は，

　　16d523　Act＝＝　一〇rnl　Ae＝　O／

　　22d509　一〇ml　一li
である．

　Neujmin星　Cicular・No・461號によると，Neujmin氏は去るll月17日次の位置に，

一つの天趣を陪臣した・

　　1933Nov．17，23h18m8　U．T．，α2h53m6　δ十23。15ノ　（1933．0）

日々運動は，△：　．．　OIIIO，△駈一30！である・光度は12等牛・止れば多分短かv・流星が

乾板に寓つたのだと云ふ読もあったが，Cicular　No．462や463によると，11月2ユ

日にもNeゆnin氏によって観測されて居る．此の天膿　（凹して，其後のNewsにより，

1933WCといふ小遊星として取り扱はれることになった・　　　（12月20日柴田）


